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海外研修報告

海外研修レポート

吉田　亘佑
Kosuke Yoshida

NHO　旭川医療センター　脳神経内科

　国立病院機構の海外研修制度を利用して 2014 年 9
月 22 日から 11 月 8 日までの 7週間、米国カルフォル
ニア州ロサンゼルスにある退役軍人健康庁（Veterans 

Affairs, VA） の 病 院（VA West Los Angeles Medical 

Center, WLAVA）へ研修に行って来ました。行くまで
の間はちょっとバタバタでした。院長から行ってみな
いかというお話をいただいたのが少しあやふやですが
2013 年春頃だったと思います。応募しますと直ぐに
返事をして、院長からは事務に伝えておくからという
ことだったものの、その後は日々の業務に追われて忘
れかけていました。そんな中、書類の締切が今月一杯
だから急いで出してくれという話を 10 月の終わりに
聞き、慌てて応募書類を 2，3 日で作って応募しまし
た。さらに 2014 年度分から TOEICや TOEFLの成績
は必須ではなくなっていたので受験も不要らしいとい
うことで安心していました。ところが、やっぱり受験
が必要だと 11 月に聞かされて 12 月に慌てて受験する
という本当にドタバタの応募でした。幸い TOEICの
点数は無事に 2013 年度までの基準を上回ることがで
き、年が明けて 2014 年 3 月に東京の機構本部での面
接（倍率は 1.1 倍！！）を経て無事に留学が決定しま
した。出発の前にもバタバタしていましたが、それは
今回の研修とは直接関係がない話なので別の機会に。
　そんな感じで初のアメリカ行きとなりました。海外

での比較的長めの滞在は学生時代以来であり、若干の
不安もあるものの期待が優っていました。現地では
NHOが用意しているアパートでの久しぶりの一人暮
らしでしたが、やはりアメリカはアパートの部屋も広
く、プールやジムもついていて快適に過ごすことがで
きました。
　肝心の研修ですが、7週間のうち神経内科を 4週間、
放射線科の神経グループを 2週間、リハビリテーショ
ン科を 1週間で回ってきました。VAは米国の健康保
険制度が日本とは異なる上、軍属向けということで米
国内でも特殊な位置付けの病院です。現在の米国では
病院はそれ自体で独立しているものは少なく、病院を
中心に診療所、在宅看護、外来もしくは在宅リハビリ
を提供するステーション（日本での訪問看護ステー
ションのようなもの）などを統合しヘルスケアシステ
ムという組織で動いているところが多くなっていま
す。VAも同様でロサンゼルス地域の中心は私が研修
した病院でしたが、各地に診療所や規模の小さい病院
があり連携して動いていました。カルテや検査結果は
VAであれば全米のどこでも見ることができ、途切れ
ることなくフォローが可能ということでした。VAは
米国でも代表的な臨床研修病院群であり、教育が非常
に盛んに行われていました。WLAVAの神経内科には
常勤医は 10 名程度、非常勤の指導医が別に 10 名程度、
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フェロー（日本の卒後 8~10 年程度）が 10 名程度、研
修医が 5名程度（神経内科、精神科の研修医で 1~2 ヶ
月でローテートする）が所属していました。また、隣
にカルフォルニア大学ロサンゼルス校（University of 

California, Los Angeles, UCLA）があり医師は両方に所
属し研究と診療が高いレベルで両立されていたのが印
象的でした。UCLAではレクチャーが週に１～２回、
昼休みに主に研修医とフェロー向けに行われていまし
た。WLAVAでも週に一度医師やコメディカルが担当
するレクチャーがあり、研修医も担当し発表している
のが印象的でした。さらに研修中の医学生も朝や昼の
簡単なレクチャーで発表する機会が与えられプレゼン
テーションの訓練が行われていました。外来・入院と
も患者さんは研修医が最初に診察し方針を決めます。
次に指導医へのプレゼンテーションとディスカッショ
ンをしたうえで診断と治療方針が決定されます。その

後は指導医が必ず診察したうえで患者への説明も行い
方針が最終決定されるシステムとなっていました。時
間はかかりますが、現場でも教育を重視しつつ正しい
判断がなされるようになっていました。医師以外のパ
ラメディカルもそれぞれのプロフェッショナルとして
働いており、医師の仕事量は日本と比べて少ない印象
でした。
　全体を通して、病気の診断や治療については日本と
大きく変わる部分はありませんが、①医療としては入
院期間が非常に短いことや病院や診療所の役割分担が
はっきりしていること、②WLAVAと UCLAがほぼ
一体となって運用され、臨床教育が盛んに行われてい
ることの２点が非常に印象的でした。当院でも医学生
や研修医がいますので、より良い教育ができるように
工夫したいと考えています。


